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第六期中期経営計画見直し説明会

2022年11月16日

株式会社 J-オイルミルズ
問い合わせ先：
コーポレートコミュニケーション部 Tel. 03-5148-7101
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外部要因

内部要因

⚫ 原料の急激かつ継続的な高騰

⚫ エネルギーコストの上昇

⚫ 円安の進行

⚫ 原料相場に即した価格改定遅れ

⚫ マーガリン事業の収益悪化

⚫ 事業ポートフォリオの偏り

（年度）

売上高・営業利益の推移

文字サイズ10.5ptです

営業利益（億円）

売上高（億円）

食用油原料の構造的な需要の変化や世界情勢の動向など、当社を取り巻く外部環境の
変化に対応できる基盤や体制が整っていなかった

中期経営計画見直しに至る背景
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将来投資への
基盤固め

既存の強みでの成長

将来への
成長基盤強化
質的最大化への転換

基盤固めの継続

成長基盤確立・
成長加速化
～持続的成長へ～

目指すべき姿
2030

第六期中計

2021〜2026

第五期中計
2016〜2020 

将来投資への基盤固めを継続するとともに将来への成長に向けた投資を強化していく

中期経営計画見直しの位置づけ
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2020年度 営業利益水準への回復

Point 1 Point 2 Point 3

商品ミックスの改善
不採算事業
収益化

外部環境に応じた
マージンコントロール

高付加価値商品の構成比増価値に見合った価格形成 マーガリン事業
2023年度利益貢献

コロナ禍からの需要回復
• 人流の回復にともなう外食市場の回復
• 海外旅行者の増加による土産菓子需要の回復

早期に2020年度以前の利益水準まで戻していく
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中期経営計画見直しの方向性

⚫ 健康など食に対するニーズの多様化

⚫ サステナビリティ意識の社会的浸透

⚫ ASEAN地域の中流層拡大

⚫ 北米等での市場拡大

⚫ 貿易自由化

⚫ 外部環境変化にともなう原料・エネル

ギーの安定調達や調達コストの上昇

⚫ 人口減などによる国内需要の減少

⚫ 人財獲得不足やイノベーションの遅れ

による競争力の低下

素材
顧客接点・
リーチ力 技術力

J-オイルミルズの強み

構造改革

見直し方針

収益基盤の強化

-SCM改革・生産拠点の最適化-

1

機会 リスク

投資戦略

見直し方針

海外や新たな事業領域進出

への積極的投資

3

成長戦略

見直し方針

“低負荷”を強みとした

成長ドライバーとなる商品の

育成/拡売

2

SCM(Supply Chain Management):サプライチェーンマネジメント
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中期経営計画見直しの定量目標

2024年度 2026年度

売上高 2,200億円 ―

営業利益 110億円 110億円

営業利益率 5.0% ―

ROE 8.0% 8.0%

ROIC 5.5% 5.0%

EPS 260円 260円

当初目標 修正目標

＋2年

▲0.5％

基盤固めの期間として第六期中期経営計画の達成年度を2年延期
経営環境の変化に機動的に対応するとともに、資本効率を重視した成長を図る
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構造改革：収益基盤の強化

1. 製造物流工程における効率化

2. 省人化・自動化投資

3. SKU数・在庫水準の最適化

1. 油脂生産工程の稼働率最大化

2. 国内生産拠点の再構築

3. 海外生産拠点の活用

3つの

SCM改革

3つの

生産拠点改革

SCM(Supply Chain Management):サプライチェーンマネジメント

SCM改革によるコスト削減と生産拠点の最適化を実施

1

2

3

1

2

3
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成長戦略：“低負荷”を強みとした成長ドライバーとなる商品の育成/拡売

お い し さ 低 負 荷 健 康

労働の負荷 環境への負荷

J-オイルミルズが提供する負荷低減

• プラスチック使用量減
• CO2排出量減
• 耕作地の削減

• 油の交換回数の減少
• 油の長持ち効果による
使用量減

PBFのワンストッププロバイダーとなり、
市場のリーディングカンパニーを目指す

スマートグリーンパックⓇ（SGP）を
起点に成長カテゴリを横断的に拡大

環境配慮型商品や油長持ち支援
サービスによりシェアを拡大

業務用油脂 家庭用油脂 スペシャリティフード

経済的な負荷

PBF(Plant-based food)：プラントベースフード

“低負荷”を強みに各事業において面を広げ、当社シェアを拡大していく
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R&D戦略

コア技術を軸に独自の付加価値を創出し、お客様の課題解決に貢献

おいしさデザインⓇ

成分・構造
制御技術※2

アプリケーション
・評価技術※1

生産・製造技術※3

長持ち・経時劣化抑制機能の提供

味と機能性を両立する
ソリューション

資源の有効活用・再利用の促進

おいしく
人・環境にやさしい
食生活へ貢献

※1:アプリケーション・評価技術：味・機能・工業化プロセス ※2:生産・製造技術：搾油・精製・充填・成形
※3:成分・構造制御技術：脂質・風味・食感

業
務
用

家
庭
用

バイオ燃料

Soyシート

ビタミンK2

デジタルソリューション
（フライエコ）

スマートグリーンパックⓇ

Violife

オリーブオイル

長徳Ⓡ
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J-オイルミルズ

PF・PVO
JOT・SSC

ターゲット市場

ASEAN
ターゲット市場

北米

成長戦略：海外

製菓製パン・テクスチャー素材 ファイン・テクスチャー素材

• Soyシート ：地域・用途の拡大
• Vitamin K2：健康訴求トレンドに沿った

ブランド展開、販路拡大

• 独自素材×用途開発

• 海外拠点強化

⚫ 海外事業の推進体制強化

⚫ 海外人財プールの強化と成長戦略の実行を加速

独自技術・強みを

活かし

事業領域を拡大

伸長市場である北米・ASEANに経営資源を投入
独自の技術・強みを活かし、オーガニックと新たな領域の両面で成長を実現

化
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事業ポートフォリオの変革

93%
77%

64%

-3%

23%
36%

10%

2020 2026 2030

64%

43%
29%

36%

57%
71%

2020 2026 2030

11067 240

■汎用品 ■高付加価値品（国内+海外）

第五期中期経営計画
最終年度

事業セグメント別構成比率（営業利益） 高付加価値品構成比率（粗利益）

■油脂 ■スペシャリティーフード ■その他

（億円）

※第六期中期経営計画当初目標値（2021年5月20日公表数値）

国内油脂事業に依存する事業モデルからの脱却

海外
構成比

※ ※

（年度） （年度）

1％未満 7％ 15％以上

第五期中期経営計画
最終年度
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営業キャッシュフロー

180億円
資産圧縮

50億円
外部資金調達

240〜470億円※

※D/Eレシオ 0.5～0.7倍

総額 470〜700億円

⚫ スマートファクトリー・
生産性向上投資

⚫ 環境投資

⚫ 維持・更新投資

⚫ 高付加価値商品の
継続的開発・市場投入

⚫ 北米・ASEAN成長戦略

⚫ PBF事業拡大

⚫ 新規事業開発の推進

⚫ 配当性向40％を目安に
安定的な配当

事業投資

140〜370億円
設備投資

220億円
配当還元

110億円

将来に向けて、オーガニック、インオーガニック成長機会の両面で積極投資を実施

キャピタルアロケーション計画（FY2022-FY2026）
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日清オイリオグループ株式会社と株式会社Ｊ-オイルミルズ
搾油機能の全国統合、および西日本エリアにおける搾油合弁会社設立に関する基本合意のお知らせ

⚫ 「油脂と油粕の安定的な供給」、「持続可能な国際競争力の強化」の実現と、「環境・社会課題の解決」を通し

て広く社会に貢献することを目的に、搾油機能の全国統合、および西日本エリアにおける搾油合弁会社を設立す

ることで基本合意

⚫ 今後50年以上先の環境変化を見据え、国内搾油業の国際競争力強化と安定供給を長期にわたって確保する

共同運営体制の構築を目指すとともに、AIやIoTの活用によるスマートファクトリー化、脱炭素社会への取り組み

など、環境・社会課題への解決にも繋がる「次世代型搾油工場」の構築に向けた取り組みを推進する

合弁会社の概要

（１）設立時期 2023年４月を予定

（２）本店所在地 岡山県倉敷市

（３）対象工場 日清オイリオグループ水島工場（搾油工程）、J-オイルミルズ倉敷工場

（４）事業内容 日清オイリオグループおよびJ‐オイルミルズからの搾油受託事業（原油と油粕の製造）

※合弁会社の設立にあたっては関係当局の許認可等が得られることを条件としている

日清オイリオグループ㈱との搾油合弁会社設立について
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参考情報
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サステナビリティ
リスク対応力・

グループガバナンス強化

経営基盤

戦略目標

J-オイルミルズ
の強み

おいしさデザイン®

ステークホルダーの期待に応える

ダイバーシティ・エクイティ
&インクルージョン

資産効率改善

外部環境変化
内食需要の高まり 外食産業のコストダウンニーズ 消費者健康意識の高まり 社会課題への対応・要請

食で未来によろこびを
Vision Mission Value

マーケティング・
ブランド戦略

高付加価値化
推進

海外展開の
加速

汎用油の
収益性改善

バリューチェーン
&業務

プロセス改革

J-オイルミルズの基本戦略

顧客接点・
リーチ力

素材 技術力
マーケ
ティング

R＆D
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第六期中期経営計画

⚫ 高付加価値品の粗利益構成比増加

⚫ 油脂製品の粗利益率改善

⚫ マレーシアでのM&Aによる事業展開

⚫ ブランド価値向上

⚫ 高付加価値品の拡大

⚫ 油脂汎用品の収益力改善

⚫ 海外・スペシャリティフード事業強化

第五期中計
2017～2020

第六期中計
2021～2026

目指すべき姿
2030

成長戦略

構造改革

経営基盤

強化

⚫ ダイバーシティ・エクイティ&インクルージョン

⚫ リスク対応力・グループガバナンス強化

⚫ バリューチェーン＆業務プロセス改革

⚫ 資産効率改善

⚫ 生産体制の最適化完了

⚫ 資産効率の一層の改善

⚫ 選ばれる会社へ

⚫ グループ会社ガバナンス強化

(海外含む)

⚫ ブランド確立

⚫ 高付加価値品の拡大加速

⚫ 油脂汎用品の安定的収益創出

⚫ 海外・スペシャリティフード事業拡充

⚫ SKU削減

⚫ グループ会社統合

⚫ 事業撤退/譲渡

⚫ ガバナンス強化

⚫ コーポレート機能の強化

⚫ 人事制度の改定
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サステナビリティへの取り組み
気候変動や調達、DE&I、商品開発への取り組みを実施中

社会課題 主な取り組み FY30 目標

⚫ GHG(CO2排出)削減

⚫ カーボンニュートラルに向けた取り組み開始

⚫ TCFDに関するリスクと機会の特定、シナリオ
分析を実施し財務インパクトを開示

⚫ CO2排出量50%削減
（Scope 1+2 FY2013対比）

⚫ ノンフロン化(低GWP含)

⚫ サプライチェーンのESGマネジメント実施（人
権・環境への配慮）

⚫ パーム油トレーサビリティ向上、認証油供給
体制強化、大豆調達方針策定

⚫ 人財育成

⚫ マネジメント意識改革

⚫ DE&Iの専任組織設置（DE&I推進室）

⚫ 多様な人財が共創できる組織風土の実現

SDGsへの貢献

⚫ 環境チェックリスト運用開始

⚫ 環境配慮型容器の開発と上市

⚫ カーボンフットプリント認証取得拡大

⚫ トランス脂肪酸低減に向けた商品の開発、
情報開示

気候変動

サステナブル
調達

サステナブル
商品開発

ダイバーシティ
エクイティ＆
インクルージョン

⚫ カーボンニュートラル
（Scope 1+2）

⚫ サステナブル調達の深化

⚫ 農園までのトレーサビリティ100%

⚫ 女性管理職比率30％

⚫ 外国籍人財の登用

⚫ プラスチック廃棄ゼロ化

⚫ 自社包材への循環採用開始

⚫ 廃棄物ゼロエミッション※

FY50まで

※当社定義：工場・事業所から発生する産業廃棄物について、単純焼却・埋立処分を行わないこと（再資源化率99.9%以上）
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2017年度
実績

2018年度
実績

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

2022年度
予想

2024年度
当初目標

2026年度
修正目標

2030年度
目標※2

売上高 1,834 1,868 1,782 1,648 2,016 2,600 2,200 － 2,500

営業利益 40 57 67 67 -0.2 10 110 110 240

営業利益率 2.2% 3.0% 3.7% 4.1% 0.0% 0.4% 5.0% － 9.0%以上

ROE 4.9% 5.6% 5.9% 5.7% 2.1% 1.0% 8.0％ 8.0% 12.0%以上

ROIC 2.4％ 3.6％ 4.3％ 4.1% -0.0% 0.5% 5.5% 5.0% 8.0％

EPS（円）※1 124.8 144.2 158.1 159.6 59.2 30.0 260 260 500以上

D/Eレシオ 0.42 0.30 0.26 0.24 0.32 0.48 － － 0.50以下

CCC 117日 112日 114日 124日 118日 － － － －

配当性向 36.1％ 31.2％ 31.6% 31.3% 84.2% 66.2% 40% 40% 40％

主な経営指標

※1：株式併合・分割換算後
※2：第六期中期経営計画当初目標値（2021年5月20日公表数値）

※3：M&A等による成長投資を最大300億円実施した場合は0.7迄増加見込み

+2年第六期中期経営計画第五期中期経営計画

4
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